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◆
社
会
保
険
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

 

昨
年
末
、
当
院
は
社
会
保
険
ボ
ウ 

リ
ン
グ
大
会
に
お
い
て
地
区
大
会
を 

勝
ち
抜
き
、
一
月
八
日
に
岡
山
の
県 

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県
内
の
各 

企
業
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

総
勢
一
〇
四
名
と
い
う
大
規
模
な
大 

会
で
し
た
。 

 

各
チ
ー
ム
に
よ
り
非
常
に
ハ
イ
レ 

ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
結 

果
と
し
て
当
院
は
上
位
に
入
る
こ
と 

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
メ
ン
バ 

ー
全
員
が
県
大
会
と
い
う
真
剣
な
空 

気
の
中
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す 

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
多
く
の
方
々 

と
の
親
交
を
深
め
る
非
常
に
良
い
機 

会
と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
に 

限
ら
ず
、
マ
ラ
ソ
ン
や
自
転
車
な
ど 

の
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
職 

員
同
士
や
地
域
の
方
々
と
の
大
切
な 

交
流
の
場
で
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た 

医
療
機
関
と
し
て
、
今
後
も
積
極
的 

に
参
加
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
の
大
会
に
向
け
て
は
、
よ
り 

一
層
技
術
の
向
上
と
団
結
力
の
強
化 

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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を
導
入
し
ま
し
た 

 

今
年
度
、
当
院
で
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス 

ポ
ー
タ
ブ
ル
超
音
波
機
器
Ｖ
ｓ
ｃ
ａ 

ｎ
Ａ
ｉ
ｒ
Ｓ
Ｌ
を
導
入
し
ま
し
た
。 

      

こ
の
装
置
は
本
体
サ
イ
ズ
が
ス
マ 

ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
程
度
で
白
衣
の
ポ 

ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
大
き
さ
と
な
っ
て 

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
製 

品
と
違
っ
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ 

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
モ
ニ
タ
ー
に
な
る 

こ
と
か
ら
、
別
途
大
き
な
モ
ニ
タ
ー 

を
持
ち
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
本
体
と
モ
バ
イ
ル
端
末
の
接 

続
が
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
と
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ 

ｏ
ｔ
ｈ
に
よ
る
完
全
ワ
イ
ヤ
レ
ス
方 

式
で
あ
り
、
充
電
も
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で 

あ
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
す 

煩
わ
し
さ
や
ケ
ー
ブ
ル
が
劣
化
す
る 

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

検
査
に
関
し
て
は
、
心
臓
、
腹
部
、 

産
婦
人
科
、
肺
、
血
管
、
筋
骨
格
系
、 

体
表
、
神
経
な
ど
の
検
査
が
可
能
で 

す
。
ま
た
、
パ
ル
ス
ド
プ
ラ
と
Ｍ
モ 

ー
ド
を
搭
載
し
て
お
り
、
心
不
全
や 

動
脈
硬
化
な
ど
の
血
流
情
報
の
定
量 

評
価
や
特
定
部
位
の
弁
や
心
臓
の
筋 

肉
の
動
き
の
評
価
が
行
え
、
プ
ロ
ー 

ブ
１
本
で
深
部
か
ら
浅
部
ま
で
全
身 

の
検
査
を
網
羅
し
、
さ
ら
に
Ｗ
ｉ
‐ 

Ｆ
ｉ
環
境
下
で
も
安
全
に
デ
ー
タ
を 

送
信
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
画
像
共
有
が 

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ 

の
た
め
、
訪
問
診
療
や
救
急
、
手
術 

室
、
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
、
病
棟
、
災
害
現 

場
な
ど
様
々
な
シ
ー
ン
で
聴
診
器
の 

よ
う
に
場
所
を
問
わ
ず
正
確
・
迅
速 

な
診
断
が
可
能
で
す
。 

 

◆
就
職
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て 

 

一
月
二
十
三
日
（
高
梁
国
際
ホ
テ 

ル
）
、
一
月
二
十
四
日
（
サ
ン
ロ
ー 

ド
吉
備
路
）
に
開
催
さ
れ
た
高
梁
市 

・
総
社
市
合
同
就
職
フ
ェ
ア
二
〇
二 

四
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

近
年
の
高
梁
市
の
人
口
減
少
に
伴 

い
、
各
事
業
所
は
人
員
不
足
が
課
題 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
も
そ
の
中 

の
一
つ
で
あ
り
、
医
師
や
看
護
師
以 

外
の
職
種
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
人 

員
の
不
足
は
現
場
の
疲
弊
の
原
因
と 

も
な
る
の
で
、
今
回
の
就
職
フ
ェ
ア 

が
一
人
で
も
多
く
の
職
員
採
用
に
繋 

が
る
よ
う
参
加
し
ま
し
た
。 

 

高
梁
市
、
総
社
市
か
ら
三
〇
も
の 

事
業
所
が
参
加
し
、
数
名
の
方
が
当 

院
ブ
ー
ス
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
寄
っ 

て
も
ら
っ
た
方
々
の
希
望
職
種
は
看 

護
師
、
看
護
補
助
者
、
調
理
職
、
病 

棟
ク
ラ
ー
ク
な
ど
で
し
た
。
就
職
に 

結
び
つ
く
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

当
院
に
就
職
し
て
も
ら
う
こ
と
も 

必
要
で
す
が
、
定
着
し
長
く
働
い
て 

も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
か 

ら
も
積
極
的
に
参
加
し
、
当
院
の
魅 

力
を
引
き
続
き
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
消
火
・
避
難
訓
練
の
実
施 

 

二
月
一
九
日
（
月
）
に
消
火
・
避 

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
来
で
あ
れ
ば
、
新
入
職
員
を
中 

心
に
消
防
署
か
ら
お
借
り
し
た
訓
練 

用
消
火
器
を
使
い
、
水
噴
射
に
て
初 

期
消
火
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
当 

日
が
生
憎
の
雨
だ
っ
た
た
め
室
内
で 

机
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

消
火
器
は
普
段
使
う
こ
と
が
無
い 

為
、
実
際
に
使
用
す
る
と
き
に
は
使 

い
方
が
分
か
ら
ず
、
慌
て
た
り
、
躊 

躇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の 

訓
練
で
は
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
消
火 

器
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、 

ど
の
よ
う
な
火
事
に
対
し
て
消
火
器 

が
有
効
か
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
そ 

し
て
院
内
の
患
者
さ
ん
の
避
難
を
想 

定
し
、
簡
易
担
架
の
使
用
方
法
の
説 

明
も
受
け
ま
し
た
。
実
際
に
簡
易
担 

架
で
人
の
持
ち
上
げ
方
、
運
び
方
な 

ど
を
参
加
職
員
が
順
番
に
体
験
し
ま 

し
た
。 

 

災
害
時
に
少
し
で
も
慌
て
ず
に
多 

く
の
命
を
守
れ
る
よ
う
、
今
回
の
よ 

う
な
研
修
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

    
 
 

 
 
 

ワイヤレスポータブル 

超音波機器 Vscan air SL 



能登半島地震における当院DMATの活動

  活動経過 

 １月２５日 高梁中央病院を出発 宿泊先である高岡市のホテルに到着 

 

 

 

 １月２６日 能登町役場へ到着 先発DMATから引き継ぎ、高齢者施設での支援活動開始 

 １月２７日 高齢者施設での支援活動（診療支援、介護サポートなど） 

 １月２８日 高齢者施設での支援活動（診療支援、介護サポートなど） 

 １月２９日 高齢者施設での支援活動 終了後に後発DMATへ引き継ぎ 活動終了 

  １月３０日 高岡市のホテル出発 帰院 

  

 

 

  

今回のDMAT構成 

医師１名、看護師２名、業務調整員３名（作業療法士１名、臨床検査技師１名、臨床工学技士1名）の計6名 

 令和６年元旦に石川県能登半島を中心に起こった能登半島地震。未だに避難所生活やご自宅で不自由な

生活を送られている方も多く、連日ニュースで報道され、悲惨な現状を目にすることも多かったと思いま

す。発災からほどなく各県から現地へDMAT(災害派遣医療チーム）が派遣されており、当院も１月１０日

に岡山県から出動要請を受け、１月２５日に病院を出発し１月２６日～１月２９日の４日間活動しまし

た。当時の能登半島は積雪もあり高速道路も通行止めの区間が多く、宿泊先のホテルまで半日以上かかり

ました。翌早朝にホテルを出発し、活動本部がある能登町役場へ向かう途中にも被災した家屋や亀裂の

入った道路が多く見受けられ、被害の大きさを感じました。到着した能登地域は電気、通信回線は使用で

きましたが断水となっていました。 

 当院は能登町保健医療福祉調整本部の指示により高齢者施設の支援活動を行いました。被災の状況によ

り少人数の職員で入所者の方に対処しなければならない状態が続いており、先発DMATから引き継ぎ診療

回診、食事介助、清拭などの介護サポートを行いました。活動期間中は宿泊予定のホテルに帰ることがで

きず、食事は持参した災害食やレトルト食品などで済ませ、寝袋で役場のロビーに泊まることもありまし

た。１月２９日に後発DMATに引き継ぎを行い、能登での活動を終了しました。 

 今回に限らずですが、支援される側からDMATの介入をあまり良く思われていないといった声を聞くこ

とがあります。支援される側の施設や病院のルール、やり方、職員間や利用者との関係性や思いを第一に

尊重し、「支援に来てやった」ではなく「させていただく」という思いを持って活動し、受援側と良好な

関係を築くことが大切だと感じました。 

 今後予想される南海トラフ地震や、大規模災害に迅速に柔軟に対応できる様、院内や関係機関と合同で

訓練を行い、高梁新見医療圏災害拠点病院としての役割を果たしていきたいと思います。 


